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序　　　　　文

国際協力事業団はタイ王国政府の要請を受け、東北タイ地区の農業開発に貢献する研究活動強

化を目的として、1983年 12月から 1994年 12月までの 11年間、プロジェクト方式技術協力「東北

タイ農業開発研究計画フェーズＩ、II及びフォローアップ協力」を実施しました。協力終了から

４年余りが過ぎましたが、タイ王国政府はこのほど、同協力に関するアフターケア協力を、改め

て我が国に要請してきました。

これを受けて国際協力事業団は、平成 11年２月 10日から２月 19日まで、農林水産省国際農林

水産業研究センター国際研究情報官　国分牧衛氏を団長とするアフターケア調査団を現地に派遣

しました。

同調査団は、プロジェクトの実施機関・国際農業開発研修センター（ＩＴＣＡＤ）と関係機関の

活動内容及び現状を調査するとともに、アフターケア協力の必要性について、関係者と協議を行

いました。

本報告書は、同調査団による調査・協議結果を取りまとめたもので、今後アフターケアの実施

にあたって、関係方面に広く活用されることを願うものです。

最後に、本調査の実施にご協力、ご支援を頂いた内外の関係各位に対し、心から感謝の意を表

します。

平成 11年３月

国際協力事業団

理事　亀　若　　誠
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１．アフターケア調査団の派遣

１－１　フェーズ I、II協力実施の背景・内容及び実施体制

（1）協力実施の背景・内容

1980年代の初頭、東北タイ地域の農業生産性は、不安定な天候、やせた土壌や灌漑施設不

足などの環境条件により、ほかの地域と比較して低かった。タイ国の国家第５次５か年計画

（1982～ 1986年）における東北タイ地域の位置づけは、指定貧困地区を最も多く抱える地域と

して、開発重点目標地域のひとつとなっていた。

タイ国政府の要請を受けて始まったプロジェクト方式技術協力「東北タイ農業開発研究計画

フェーズＩ」は、東北タイ地域の農業開発に貢献する研究活動の強化を目的とし、①自然環境

条件と天然資源の評価、②作物生産技術の改善、③土壌条件の解明及びその改良―の課題

を掲げて、1983年 12月から５年間にわたり実施された。

このプロジェクトについては、1988年７月に派遣された終了時評価調査団が「東北タイ地

域で依然生産性を阻害している要因の解明と、同地域農業に求められている技術開発を継続

するためにプロジェクト延長を薦める。」と提言したのを受けて、フェーズ II協力が 1988年

12月から 1993年 12月まで実施された。

また、フェーズ IIの終了後、１年間のフォローアップ協力が 1994年 12月まで行われた。

（2）実施体制

フェーズＩ、II 期間中の実施体制は、タイ国農業・協同組合省の次官室（Offic e  o f

Permanent Secretary：ＯＰＳ）に属する農業開発研究センター（Agricultural Development

Research Center：ＡＤＲＣ）を中心・調整機関とし、農業局（Department of Agriculture：

ＤＯＡ）、農業局畑作研究所（Field Crop Resaerch Institue：ＦＣＲＩ）の東北地域センター

であるコンケン畑作研究センター（Khon Kaen Field Crop Research Center：ＫＦＣＲＣ）、

土地開発局第５事務所（Department of Land Development, Reagionl Office 5：ＬＤＤ）や

コンケン大学農学部（Faculty of Agriculture, Khon Kaen University：ＫＫＵ）との連携

体制により、試験研究を行ってきた。（ＦＣＲＩはＤＯＡに属する５つの研究所のひとつであ

る）

プロジェクトサイトは、ＫＦＣＲＣと無償資金協力により建設されたＡＤＲＣ（研修本棟、

ＤＯＡ試験棟、ＬＤＤ試験棟で構成されている）及びＫＫＵキャンパス内に建設された農業開

発研究センター別館（ＡＤＲＣ ＡＮＮＥＸ）の計３箇所で構成される。また、ＡＤＲＣ所属

のカオ・ソン・クワン（Khao Suan Kwang）展示圃場がプロジェクト基盤整備により設置され、

専門家指導の下で上記関係機関の試験、展示を行った。
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（3）組織改編

1995年以降は、ＪＩＣＡの協力により５年間の第三国研修「土壌管理」コースが始まった。

その後、1996 年の組織改編で、ＡＤＲＣ本体は国際農業開発研修センター（International

Training Center for Agricultural Development：ＩＴＣＡＤ）に名称を変更し、研修をメ

インに活動することとなった。

また、1998年 10月には、ＩＴＣＡＤは上位機関のＯＰＳ傘下からＤＯＡ傘下に移管された。

１－２　調査団派遣の経緯と目的

（1）調査団派遣の経緯

タイ国政府は、1998年２月にアフターケア協力の要請書をＯＰＳから在タイ日本大使館に

提出した。要請書の内容は、①集約的土壌管理技術、食糧作物育種・管理技術などの研究開

発活動、②若手研究者、普及員及び農民リーダーに対する国内研修など、研修運営管理手法、

③研究結果に関する調整ネットワークなど、情報システムの構築―に係る協力要請であっ

た。

（2）調査団派遣の目的

フェーズ I、IIの実施体制を取り巻いていた状況の変化や近年のアジア通貨危機による影

響を念頭に置きながら、以下の２点を調査目的として、各要請内容の妥当性を検討すること

とした。

1） 組織改編が行われた現在のＩＴＣＡＤの位置づけと活動状況を調査したうえで、ＩＴＣ

ＡＤ主導による研修及び研究活動に対する適切な協力内容を検討・協議する。

2） ＩＴＣＡＤ以外にフェーズ IIの協力機関であったＯＰＳ、ＤＯＡ、ＫＦＣＲＣ、ＬＤＤ

とＫＫＵの現在における位置づけと活動状況を調査し、限られたアフターケア協力の協

力資源のなかでどの機関にどのような協力が可能か、検討・協議する。

１－３　調査団の構成

担当分野 氏　名 職　　位

団長兼研究開発 国分　牧衛 農林水産省国際農林水産業研究センター国際研究情報官

研　　修 勝屋　敬三 ＪＩＣＡ筑波国際センター業務第二課研修指導者

技術協力 西垣　雅章 ＪＩＣＡ農業開発協力部特別嘱託
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１－４　調査日程

調査期間：1999年２月 10日（水）～２月 19日（金）（10日間）

日順 日　程 行　先 移　動　及　び　業　務

1 2／10（水） 成田→バンコク 往路

2 2／11（木） バンコク ＪＩＣＡ事務所打合せ

総理府技術経済協力局（ＤＴＥＣ）表敬

農業局（ＤＯＡ）表敬

3 2／12（金） バンコク→コンケン コンケンへ移動

国際農業開発研修センター（ＩＴＣＡＤ）にて各関係機

関の代表者と協議、コンケン大学（ＫＫＵ）視察、農業

普及局東北部地域農業普及事務所（Northeast Regional

Agricultural Extension Office）にて意見交換

4 2／13（土） コンケン カオ・ソン・クワン（Khan Suan Kwang）展示圃場訪問

5 2／14（日） コンケン 資料整理

6 2／15（月） コンケン ＩＴＣＡＤにて協議、協力内容の検討

7 2／16（火） コンケン→バンコク ＩＴＣＡＤにて協議、ミニッツ案の作成

バンコクへ移動

8 2／17（水） バンコク 団内打合せ、ミニッツ作成

団長主催夕食会

9 2／18（木） バンコク 農業局においてミニッツの署名・交換

大使館、ＪＩＣＡ事務所報告

10 2／19（金） バンコク→成田 復路

１－５　主要面談者

（1）タイ側

・総理府技術経済協力局（Department of Technical and Economic Cooperation：ＤＴＥＣ）

Mr. Banchong Amorchewin Chief, Japan Sub-division

・農業局（Department of Agriculture：ＤＯＡ）

Dr. Ananta Dalodom Director General

Dr. Vijai Nopamornbodi Deputy Director General

Dr. Margaret C. Yoovatana Agricultural Scientist

川崎　陽一郎 ＪＩＣＡ個別専門家（農業開発計画）
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・国際農業開発研修センター（International Training Center for Agricultural

Development：ＩＴＣＡＤ）

Mr. Paiwit Watanabitawas Director

Mr. Thawilkal Wangkahart Head, Academic Section

Ms. Sutthinee Intarakamhang Chief, Training Coordination Section

Ms. Kamolwan Samema Head, Curriculum Development and Information Section

椛木　信幸 国際農林水産業研究センター研究員

・コンケン大学農学部（Faculty of Agriculture, Khon Kaen University：ＫＫＵ）

Dr. Prasit Jaisil Head, ＡＤＲＣ -ＫＫＵ Research ＡＮＮＥＸ

・土地開発局第５事務所（Department of Land Development, Regional Office 5：ＬＤＤ）

Mr. Rungry Puengpan Director, Regional Office 5

Mr. Kobkiet Paisancharoen Researcher, Soil Science Division

Mr. Boonlent Boonyong Researcher, Soil Science Division

Mr. Somsak Sukahan Researcher, Soil Science Division

・農業普及局東北部地域農業普及事務所（Northeast Regional Agricultural Extension

Office）

Mr. Weerawat Koolasing Director and Chief, Crop Development and Promotion

Ms. Chadarat Chumparat Chief, Training Division

Ms. Tarsame Bheusope Chief, Planning Monitoring and Evaluation Division

（2）日本側

・在タイ日本大使館 岩　濱　洋　海 一等書記官

・ＪＩＣＡタイ事務所 岩　口　健　二 所長

梅　崎　　　裕 次長

長谷川　敏　久 所員
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２．協議・調査概要

本・東北タイ農業開発研究計画アフターケア調査団は、1999年２月 10日から同 19日までタイ

国を訪問し、関係機関と調査・協議を行った。この結果、アフターケア協力を 1999年４月１日か

ら１年間にわたって行うことなどで合意し、合意事項をミニッツ（付属資料１．）に取りまとめて、

国分調査団長と農業・協同組合省の Ananta農業局長の間で署名を取り交わした。

協議・調査の概要は以下のとおりである。

２－１　国際農業開発研修センター（ＩＴＣＡＤ）における協議・調査

国際農業開発研修センター（ＩＴＣＡＤ）の Paiwit所長、農業開発研究センター別館（ＡＤＲＣ

ＡＮＮＥＸ）責任者のPrasit氏らと、ＩＴＣＡＤ及びＡＤＲＣ ＡＮＮＥＸにおける研究・研修の

現状を聴取・視察するとともに、今後の展望について協議した。ＩＴＣＡＤは現在、国際研修・国

内研修の運営を担っているが、自前の講師は配置されておらず、講師は関連部局からの出張（バン

コクからが過半）に依存している。研修の運営経費は主として総理府技術経済協力局（ＤＴＥＣ）

及び農業局（ＤＯＡ）からの配分を受けている。現在実施している研修は、年１回、１～２か月間

の「土壌管理」に関する国際研修が主要なものであり、国内研修や国際セミナーは１日～数日のも

のが大部分である。講師はすべて外部機関に依頼しており、ＩＴＣＡＤ独自の講師はいない。研

修の質・量を高めるためには、予算的な措置のほかに、研修計画の立案能力の向上が課題と思わ

れ、そのための人材配置が必要であると判断された。

ＩＴＣＡＤにおいて実施されている研究は、土地開発局（ＬＤＤ）と農業局（ＤＯＡ）の２つの部

局が各試験棟において実施している。ＬＤＤの試験棟においては、約10人の常駐研究員を中心に

土壌の物理性・化学性・土壌微生物及び地理情報システム（ＧＩＳ）に関する研究・調査を活発に

実施していた。それに対してＤＯＡの試験棟においては、ＩＴＣＡＤに常駐研究員が配置されて

おらずバンコクからの出張研究員が時折滞在して実験を実施しているため、ＩＴＣＡＤでの研究

は活発とはいえない現状である。ＡＤＲＣ ＡＮＮＥＸでは土壌、作物部門とも活発な研究が実

施されており、施設・機材の使用頻度も高い。

研究部門における協力については、ＤＯＡの常駐研究者の配置が重要との認識でタイ側とも合

意した。また、各局がそれぞれの分野の研究を独自に実施していないことから、学際的な研究体

制が必要との点でも意見の一致をみた。

研究・研修用の機材・設備はよく整備されているが、一部老朽化したものがあり、更新が必要

だと判断された。タイ側各部局から提出された更新希望リストに対して、①使用頻度の高いもの

を最優先すること、②ＬＤＤとＤＯＡ両試験棟でできるだけ共用すること、③高額機械は対象と

しないこと、の３点を選定基準として示した。この基準をもとにタイ側に再度優先順位をつけて
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もらい、そのリストを受領した。

２－２　農業局における協議・調査

Ananta局長と、ＩＴＣＡＤのめざす役割と現状について意見を交換した。ＩＴＣＡＤは東北タ

イ農業の研究と研修の中核的センター機能を果たす機関として位置づけられているが、現状では

研修、研究とも十分ではないという認識で一致した。その要因は、予算不足と要員不足である。特

にＤＯＡの研究員をＩＴＣＡＤに常駐させていない点については、局長が早い機会の配置を約束

した。また、ＩＴＣＡＤ研修部門についても、要員の増強を約束した。アフターケアの内容につ

いては、研究部門では、水の利用技術や学際的な研究手法が重要であること、研修部門では研修

企画能力の向上が重要との認識で一致した。

２－３　アフターケア協力の内容

ＩＴＣＡＤ、ＤＯＡにおける調査・協議の結果、専門家の派遣・受入れ、機材の更新を内容と

したアフターケアの実施は、今後のＩＴＣＡＤの研究・研修能力の向上に寄与しうるものと判断

された。そこで、アフターケア実施に関する総括的な内容を規定したミニッツに署名するととも

に、具体的な協力内容についてはレター（付属資料２ .）にまとめたものを受理した。レターに記

載されている具体的な協力内容は以下のとおりである。

（1）専門家の派遣：若干名、短期（最長３か月）

1） 研究部門

ａ）水の利用技術……広域の水利用計画策定あるいは圃場レベルでの灌漑技術

ｂ）学際的な研究手法

2） 研修部門

ａ）研修計画の立案

ｂ）研修実施方法

（2）研修員の受入れ：１名、短期（１か月以内）

研修実施方法

（3）機材の更新

なお、ＤＯＡからは研修実務者に加え、研修管理者の研修受入れについて、強い要請があった。
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３．ＩＴＣＡＤの組織について

３－１　現状

1985年に発足した農業開発研究センター（ＡＤＲＣ）は 1996年、国際農業開発研修センター（Ｉ

ＴＣＡＤ）に改組され、1998年 10月の組織改編により農業協同組合省次官室（ＯＰＳ）から農業局

（ＤＯＡ）に移管になった。現在は、ＩＴＣＡＤ組織の一部としてＡＤＲＣがあり研究活動の一部

を担う形になっている。なお、コンケン大学農学部（ＫＫＵ）も農業開発研究センター別館（ＡＤ

ＲＣ ＡＮＮＥＸ）の名称を現在も使っている。ＩＴＣＡＤの任務は、以下の４点が主要活動と規

定されている。

（1）農業に関する研究、技術及び先進技術の移転にかかわるセミナーやワークショップの運営。

（2）近隣諸国の農業技術者・研究者を対象とした研修の実施・研修分野には環境条件に対応し

た経営、ファーミングシステム及び作付け体系のほかに、マーケティングや普及を含む。

（3）研究活動の実施、農業技術の展示圃の造成、持続的農業発展にかかわる農業生態的側面の

解明。

（4）農業発展にかかわる情報センターとしての任務。

また、研究、研修、セミナー、出版活動を通じて先進国と発展途上国の協力を促進し、農業発

展をめざした国内・国際ネットワークを築くのが主要任務とされている。

ＩＴＣＡＤ及びＡＤＲＣの運営方針はそれぞれの運営委員会によって決定される。運営委員会

のメンバーは関連機関の代表からなり、一般的な方針、計画と予算の承認を行う。ＩＴＣＡＤに

は、管理、技術、研修及び情報の４部門が配置されており、それぞれの部門の責任者１名ずつと

所長を加えた５人の正規職員ならびに若干の臨時職員で運営している。

ＩＴＣＡＤの中心任務である研修面では、年１回１～２か月間の「土壌管理」に関する国際研修

の運営が主要なものであり、国内研修や国際セミナーは１日～数日のものが大部分である。講師

はすべて外部機関に依頼しており、ＩＴＣＡＤ独自の講師はいない。

３－２　関係各機関との関連

ＤＯＡはＫＫＵとミニッツ（Minutes of Understanding）を締結しており、両者の共同研究実施

の体制を作っている。また、ＩＴＣＡＤの上位機関であるＯＰＳからＤＯＡへ移管後も、同じ農

業・協同組合省に属する土地開発局（ＬＤＤ）に対して、ＩＴＣＡＤの施設・機械の使用を認めて

いる。研修の実施に関してはＩＴＣＡＤが事務局になり、ＫＫＵやＬＤＤなどの他機関の講師の

招聘を行っている。ＩＴＣＡＤ、ＡＤＲＣ ＡＮＮＥＸのそれぞれの運営委員会には相互に代表

を委員として送って、意見が反映ができる形をとっているが、実際の運営・活動はそれぞれの機

関の独自性が強いようである。



- 8 -

３－３　将来の課題

ＩＴＣＡＤがめざす東北タイにおける研修と研究の拠点としての役割を十分果たすためには、

なによりもそれにふさわしい人員の配置が前提条件である。Ananta局長はフルタイムの研究員と

研修担当者の配置を計画していると明言したが、その実現が急がれる。



- 9 -

４．ＩＴＣＡＤの研究体制

４－１　実績

国際農業開発研修センター（ＩＴＣＡＤ）に改組される以前の農業開発研究センター（ＡＤＲＣ）

においては、10年間にわたるプロジェクト方式技術協力のなかで多くの研究成果をあげた。しか

し、1994年のプロジェクト終了以降は、ＩＴＣＡＤ独自の研究活動は実施されていない。

ＩＴＣＡＤの試験棟で行う研究活動は、土地開発局（ＬＤＤ）の研究者によるものが中心であ

り、農業局（ＤＯＡ）の研究は量的に少ない。ＬＤＤは土壌物理、土壌化学、土壌微生物などの部

門に約 10人の常勤研究者、20人以上の技術者、研究補助者を加え、活発に研究を実施している。

その中心課題は東北地域の土壌生産力の分級・評価であり、そのため、東北地域の多数の地域・

土壌の物理性・化学性の観測を経時的に実施している。しかし、これらの研究は土壌に力点を置

いたＬＤＤ独自の研究課題であり、作物や畜産も含めた総合的な農業技術の開発をめざしたもの

ではない点に留意する必要がある。

ＤＯＡは現在、常勤の研究者をＩＴＣＡＤに配置していない。バンコクからの出張で短期間滞

在型研究を実施しているにすぎず、実験施設（ＩＴＣＡＤ -ＤＯＡ試験棟）の使用頻度は低い。

1996年からは日本の国際農林水産業研究センター（ＪＩＲＣＡＳ）がＩＴＣＡＤの施設の一部（居

室、実験室、カオ・ソン・クワン（Khao Suan Kwang）展示圃場）を活用して研究を実施している。

４－２　現状

上述のように、ＩＴＣＡＤに主体的な研究機能はなく、現状は、ＪＩＲＣＡＳとコンケン大学

農学部（ＫＫＵ）、ＤＯＡ、ＬＤＤの研究者がＩＴＣＡＤ及び農業開発センター別館（ＡＤＲＣ Ａ

ＮＮＥＸ）の施設、機械及び圃場を活用してそれぞれの機関の研究課題を実施している。すなわ

ち、ＩＴＣＡＤは自前の研究を実施しておらず、各関連機関（ＬＤＤ、ＤＯＡ、ＫＫＵ、ＪＩＲＣ

ＡＳ）の研究実施の場として利用されている。なお、ＡＤＲＣ ＡＮＮＥＸはＫＫＵの研究課題実

施のために、教官・学生によって活発に利用されている。原子吸光装置、誘導結合高周波プラズ

マ分光分析機（ＩＣＰ）、ガスクロマトグラフ、高速液体クロマトグラフ（ＨＰＬＣ）など学内唯一

の機械が設置されているのが大きな魅力になっている。

４－３　今後の課題

ＩＴＣＡＤがめざす東北タイにおける農業技術開発研究の拠点としての役割を十分果たすため

には、ＩＴＣＡＤへの人員（フルタイム）の配置が前提条件であり、特にＤＯＡからの配置が必要

である。そのうえで、従来からの専門に特化した研究ではなく、各研究部門が学際的に協力した

総合的な技術研究を実施することが課題であろう。
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４－４　農業局の研究体制

ＤＯＡの研究体制は作物別に５つの研究所（水稲、畑作、園芸、蚕糸、ゴム）、専門別に７つの

技術部門（昆虫・動物、病理・微生物、土壌、農業化学、農業毒物、植物・雑草防除、農業機械）

に分化しており、それぞれの研究所・技術部門は本部のほか、地方に多くの支所を持っている。こ

のほか、農業研究・開発地域事務所が全国に８箇所配置されており、各部門で実施する研究・開

発活動の調整を行っている。また、地域事務所は、地域の農業情報の収集・解析も行っている。こ

の地域事務所が各研究部門間の調整と普及員や農民への技術移転の任務を担ってはいるが、現状

では研究活動はそれぞれの専門分野に特化あるいは限定したものが中心であり、地域に密着した

総合的な技術開発研究は少ないように思われる。
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５．ＩＴＣＡＤの研修体制

５－１　実績

タイ政府は第三国研修を通じて近隣諸国と共同して人材を開発するため、1994年からＪＩＣＡ

の支援のもとに国際農業開発研修センター（ＩＴＣＡＤ）において第三国研修「土壌管理」（Soil

Management Techniques Course）開始した。また、1997年～ 2001年度の第８次国家経済・社会開

発計画では、二国間プログラム、集団研修プログラム、発展途上国間の技術協力、第三国研修プ

ログラム、多国間協力を実施するとしている。それに従い 1998年ＩＴＣＡＤにおいてもタイ－ラ

オス二国間協力プログラムによる研修が開始された。

1996年に農業開発研究センター（ＡＤＲＣ）がＩＴＣＡＤに改組され、主な役割のひとつとして

農業分野の国際及び国内研修を研究者、技術者、普及員、農民を対象として実施すること、農業

技術・研究に関連したワークショップやセミナーの開催とそれらをコーディネートすることに

なった。

1996年以降の研修などの実施状況は、前記の第三国研修以外に年平均数回の国内研修、数回の

ワークショップ・セミナー及び国際農林水産業研究センター（ＪＩＲＣＡＳ）による国際セミナー

（1998年）が行われている。これらセミナーなどの開催日数は多くは１日である。1997年～ 1998年

にＩＴＣＡＤで実施した研修などを表－１に示した。このようにＩＴＣＡＤでの研修などの実績

は乏しく、施設・設備を十分に活用しているとは言えない。一方、農業開発研究センター別館（Ａ

ＤＲＣ ＡＮＮＥＸ）での研修・セミナーなどはＩＴＣＡＤに比して多く、実績をあげていると言

えよう（表－２）。

現在までに実施された第三国研修（第１～４回）は年１回約87日であるが、1998年度実施中の研

修はタイ国の経済事情から開催日数が約20日短縮されている（表－３）。また、第１回から５回ま

での第三国研修の参加国及び人数を表－４に示した。５年間で９か国65人とタイ国から20人、計

85人が研修を受けている（表－４）。
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表－１　Annual activities in 1997, 1998

Activities 1997 1998

1. Research Topics under the ADRC Project

1.1 DOA 33 －

1.2 LDD 23 －

1.3 Khao Suan Kwang 12 －

1.4 Japan International Research Center for Agricultural Sciences（JIRCAS） 3 6

2. Laboratory Services（＊ 1000Samples）

2.1 Soil 45,038 －

2.2 Water 4,185 －

2.3 Plant 15,273 －

3. Interenational Training

3.1 Soil Management Techniques 1 1

3.2 Thai-Loas － 2

4. Technical Seminar

4.1 Symposium & Workshops 1 2

4.2 Special Seminars 11 4

4.3 International Seminars － 1

5. Demonstration

5.1 Small Machinery － 1
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表－２　Title of training, seminar and meeting at ADRC Annex from 1994-1998

Year Title of training, seminar, meeting etc. Participated Period Background No. of
Organizations Participants participants

1994

KKU Apr. 18-May 27, 1994 DIP., CIRT., BS., M.S. 7

KKU Feb. 2, 1994 25

KKU, ADRC H.Q. Jul. 6, 1994 28

KKU Jun. 20-24, 1994 22

KKU Nov. 24, 1994 21

KKU Nov. 22, 1994 23

KKU Dec. 22, 1994 18

KKU Dec. 26, 1994 20

1995

KKU and IAEA Mar. 13-17, 1995 15

KKU Jan. 23-Feb. 11, 1995 24

KKU Apr. 18-May 27, 1995 7

1996

KKU Jan. 2-8, 1996 B.S 35

KKU Jan. 29-Feb. 24, 1996DIP., CERT., B.S., M.S. 25

KKU and Lincoin Feb. 12-16, 1996 B.S., M.S., Ph.D. 36

Univ.

JICA, MOAC, KKU Jan. 8-Mar. 31, 1996 B.S., M.S. 15

DOA, DLD and DETEC

KKU Nov. 2-8, 1996 B.S. 30

Training

- International Training Program in Resiyrce

System Analysis for Rural Development

Seminar

- Chilli Research Strategy at ADRC

- Farmer’s Early Season Insecticide Use and

Their Consequences on Ecological Balance in

Rice Ecosystems

- Biological Management for Productive and

Sustainable Cropping Systems on Acid Upland

Soils in the Humid Tropics.

- Mechanism of Waterlogging Damages

- Rice Yield Variabilities in the Northeast of

Thailand as Analyzed with the VSM (Very

Simple Model)

- Nitrogen Isotope Analysis By Emission

Sepectrometry and Its Use in Agricultural

Research

- Genetic Improvement of Soy Bean Oil

Composition by Induced Mutation

Training

- First Workshop of the FAO/IAEA Regional

Project for Asia and the Pacific on Nuclear

Techniques for the Promotion of Agroforestry

System

- On Farm Research

- International Training Program in Resource

System Analysis for Rural Development

Training

- Introduction to Plant Tissue Culture

- On Farm Research

- Methodes and Appl icat ion of  Gene

Manipulation Workshop

- The International Group Training Course on

Soil Management Techniques

- Introduction to Plant Tissue Culture
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1997

KKU-MAPNET Sep. 11, 1997 B.S., M.S., Ph.D. 40

 Project

KKU, Kaen Nakorn Jan. 30-31, 1997 High school 20

Wittayalai School students

JICA, MOAC, KKU, Jan. 9-Feb. 12, 1997 B.S., M.S. 18

DOA, DLD and DETEC

KKU, Rajchapat Jun. 20-22,1997 B.S., M.S. 28

MahasaraKham

JICA, MOAC, KKU, Nov. 20 Dec. 9, 1997 B.S., M.S. 17

DOA, DLD and DETEC

KKU Nov. 22-23, 1997 B.S. 34

Agro-Mart, Sri Lanka Nov. 24, 1997 B.S. 35

1998

KKU Farming Apr. 25-May, 1998 25

System Project

Research section of Jun. 2, 1998 20

KKU

ADRC, KKU Aug. 5, 1998 30

ADRC, KKU Aug. 19, 1998 30

ADRC, KKU Aug. 25-28, 1998 25

Seminar

- Inter-Project Seminar on Sustainable Landuse

and Agriculture in Northeast Thailand

Training

- Introduction to Plant Tissue Culture

- International Group Training Course on Soil

Management Techniques

- Introduction to Soil Analysis

- International Group Training Course on Soil

Management Techniques

- Introduction to Plant Tissue Culture

- Introduction to Plant Tissuse Culture

Training

- Rapid Rural Appraisal

- Microscopical analysis of plant protoplast and

fusion bodies

- Introduction to new variety of KKU field-crop

production

- Utilization of organic waste from the industrial

factory as soil amendment and introduction to

utilization of small machine from japan in

farmland.

- Introduction to Plant Analysis and Plant Tissue

Culture

Year Title of training, seminar, meeting etc. Participated Period Background No. of
Organizations Participants participants
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表－３　Training period

1st 2nd 3rd 4th 5th

JFY 1994 JFY 1995 JFY 1996 JFY 1997 JFY 1998

days 87 days 84 days 85 days 87 days 65 days

Terms Mar. 6-May 31, 1995 Jan. 8-Mar 31, 1996 Jan. 6-Mar 31, 1997
Nov. 3, 1997-

Jan. 8-Mar. 23, 1999
　 Jan. 28, 1998

表－４　Countries and number of participants

Countries
Number of participants

Total
JFY 1994 JFY 1995 JFY 1996 JFY 1997 JFY 1998

Invited countries

Bangladesh － 3 2 4 2 11

Cambodia 3 2 4 4 2 15

China 2 － － 1 1 4

Laos 3 3 3 1 － 10

Myammer － － － － 3 3

Nepal 2 － 1 － 2 5

Sri Lanka 3 3 － － － 6

Tanzania － － － 1 － 1

Vietnam 2 － 3 3 2 10

Total 15 11 13 14 12 65

Thailand 4 4 5 3 4 20

Grand Total 19 15 18 17 16 85
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５－２　実施された第三国研修の分析及び現状

（1）ＩＴＣＡＤスタッフの現状

現在ＩＴＣＡＤのスタッフは所長、結果、技術、研修、情報担当の５人で、ＤＯＡからの

常駐の研究員はおらず、数人のアシスタントのみである。なお、土地開発局（ＬＤＤ）には 10

人の研究員と20人のアシスタントがおり、研究活動は保たれていると思われる。ＡＤＲＣ Ａ

ＮＮＥＸは６人の研究者がおり、研究活動状況は活発で、ＬＤＤとともに研修にも多く関与

している。

（2）研修カリキュラム及び関係機関

第３回（1996年度）と第５回（1998年度）第三国研修の資料及び聞き取りを基に、本研修のカ

リキュラムと研修に関係している機関の関与度合いについて調査した。

研修カリキュラム構成は表－５に示した。講義、実験・実習、野外調査すべてが土壌科学

の分野であり、全く作物栽培関係には触れていない。カリキュラムの時間的配分は年度によ

り異なるが、講義が全体の50～ 60％を占め、実験・実習は３～15％、野外調査５～ 15％、そ

のほか（セレモニー、オリエンテーションなど）15％であり、座学のウエイトが極めて高く、

実技が低い。講義内容及びレベルを一部の講義用テキストから判断すると、基礎的・広範囲

の内容でレベルはやや高いと思われる。

関係機関の研修への関与は、ＩＴＣＡＤスタッフは主にセレモニー、ＥＸＣＵＲＳＩＯＮ

などに関与しており、当センターは企画、連絡調整・運営と場所貸しである。研修本体（講義、

実験・実習、野外調査）はＬＤＤが 40～ 55％、農業局（ＤＯＡ）が 25～ 35％、コンケン大学

農学部（ＫＫＵ）が20～ 30％、ＩＴＣＡＤ（ＤＯＡ）が15～ 17％を分担しており、ＬＤＤなし

にはこれまでの研修は成り立たない。

研修に関与している講師陣（講義、実験・実習、野外調査担当）の所属を見るとＤＯＡ24～

29％、ＬＤＤ 37～ 44％、ＫＫＵ 17～ 22％、ＩＴＣＡＤ 16％となっている（表－６）。実験・

実習内容にもよるが、講義などの担当日数に比してＤＯＡの講師数がやや多く、ＬＤＤ、Ｋ

ＫＵはそれが少ない。また、1996年度の講師名簿を見ると勤務地はバンコクが多く、70％が

バンコク在住であり、ＫＫＵからの講師を除くとコンケン在住の講師はわずかである。さら

に、依頼している講師数は年間70～ 83人にのぼるが、その大部分が外来講師であり、あまり

にも多い人数である。多くの講師により１科目を担当することは、講義内容の重複と講義の

一貫性に問題が生じやすい。（ちなみにＪＩＣＡ筑波国際センターの直営研修では、指導員な

どがカリキュラムに関与している割合は80～ 85％におよぶ。研修生と指導員の密接な関係が

あればこそ、研修効果も上がると考えられる。）
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表－５　Constitution of Cource Curriculum

Unit：Day

Curriculum JFY 1994 JFY 1995 JFY 1996 JFY 1997 JFY 1998

Orientation 5 5 4 3 3

Evaluation & Ceremony 2 2 2 2 2

Thai Language & Culture － 1 2 2 1

Lectures & Laboratories

4.1 Basic Computer 4 4 4 4 2

4.2 Agroclimatology 2 2 2 2 2

4.3 Aerial Photo & Remote Sensing 5 4 4 5 2

4.4 Soil Survey 7 7 7 7 6

4.5 Soil Analysis 6 8 8 7 7

4.6 Soil Physic 2 2 2 2 2

4.7 Soil & Plant Analysis － － 2 2 2

4.8 Soil Salinity 5 5 5 5 4

4.9 Soil Erosion 5 5 3 3 2

4.10 Land Use 5 5 5 5 4

4.11 Soil Fertility 10 10 10 10 8

Field Study & Field Observation 13 12 16 16 11

Special Seminar 1 1 1 1 1

Country Report 4 4 3 3 3

Weekend 11 7 5 8 3

Total 87 84 85 87 65
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表－６　Number of Lecturers by Cooperation Organization

＊ＪＩＲＣＡＳ

Organization JFY 1994 JFY 1995 JFY 1996 JFY 1997 JFY 1998

ＩＴＣＡＤ 11 11 11 12 3＋2

－Opening & Closing （1） （1） （1） （1） （1）

－Orientation （3） （3） （3） （2） （1）

－Country Report （1） （1） （1） （1） （1）

－Field Trip （5） （5） （5） （7） ？

－Evaluation （1） （1） （1） （1） ？

ＯＰＳ 1 2 4 4 3

－Special Seminar （1） （2） （4） （4） （3）

ＫＫＵ 10 11 12 13 13

－Orientation （2） （1） （2） （3） （1）

－Special Seminar － － － － （1）

－Ice Breaking － － （1） （1） （2）

－Basic Computer （4） （4） （4） （4） （3）

－Agroclimatology （1） （1） （1） （1） （1）

－Soil Analysis （2） （4） （4） （4） （4）

－Soil Erosion （1） （1） － － －

ＵＶ 1 1 1 1 ○

－Aerial Photo & Remoter Sensing （1） （1） （1） （1） －

ＬＤＤ 34 30 29 27 21

－Orientation （1） （1） （1） （1） －

－Aerial Photo & Remoter Sensing （1） （1） （1） （1） （2）

－Soil Survey （8） （6） （6） （5） （5）

－Land Use Plannig （6） （5） （5） （4） （4）

－Soil Analysis （2） － － － －

－Soil Salinity （8） （9） （9） （13） （7）

－Soil Erosion （8） （8） （7） （3） （3＋1＊）

ＤＯＡ 13 16 24 17 20

－Orientaion （1） （2） （2） （1） －

－Soil Analysis （2） （2） － － －

－Soil Physic － － （2） （2） （2）

－Soil Fertility （10） （12） （18） （12） （16）

－Soil & Plant Analysis － － （2） （2） （2）

ＭＯＥ（Ministry of Education） － 3 2 2 ○

－Thai Language － （1） （1） （1） －

－Ice Breaking － （2） （1） （1） －

Total 70 74 83 76 61＋α
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（3）研修関連の施設・設備

現在使用されている講義室は１室で、約15人が入れるだけであり手狭である。講義室には、

ＯＨＰ、スライドプロジェクター、マイクロホンが整備されている。複数の研修やセミナー

が同時に実施されることを考えると、もう１室講義室が必要であろう。会議室は大人数の研

修やセミナーに利用されよう。

実験室は実験・実習用に十分なスペースがあるが、設備・器具類は主に土壌科学研究用と

して整備されたものであり、研修用には器具類の補強が必要であろう。

実験・実習用圃場はＩＴＣＡＤ構内にあり、またカオ・ソン・クワン（Khao Suan Kwang）

展示圃場も十分利用できるが、現在はＫＫＵとＪＩＲＣＡＳの専門家が利用しているのみで

ある。

図書室の蔵書（専門書籍類、英文）は極めて少ない。また専門雑誌類も少なく、タイ国内発

行以外の新刊の雑誌はない。

宿泊施設はスタッフなどの宿泊に使用されており、研修生（第三国研修）は現在市内のホテ

ルに滞在している。ＩＴＣＡＤ内に現在食堂はなく、研修生はＫＫＵカフェテリアで昼食を

すませている。

５－３　ＩＴＣＡＤにおける研修などの計画（1999～ 2000年）

表－７に示したとおり、タイ国会計年度（ＴＦＹ）1999 年には研修９回（うち国際研修４回）、

ワークショップ１回、セミナー６回（うち国際セミナー１回）を計画している。また2000年には研

修８回（うち国際研修２回）、ワークショップ１回、セミナー５回（うち国際セミナー１回）を実施

する計画である。しかし、あくまでもコンケン地区の地域性を生かした研修、ワークショップ、セ

ミナーでなければ将来展望は暗いであろう。
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1. Soil Management Techniques Jan 18-March 23, 1999 Junior Scientists 17 252,500 710,240 － 200,000 － 1,162,740

2. New Theory Approach Jan 7-11, 1999 Subject Matter

Specialist 45 － － － 449,700 － 449,700

3. Computer Application for Agricultural

Development July 12-23, 1999 Reseracher 20 － － － 219,100 － 219,100

4. Geographic Information System April 19-May 6, 1999 Planning Officer 25 － － － 163,200 163,200

5. International Seminar on Stratigic

Research for Sustainable Agricultural

Development in Northeast Jan 10-11, 1999 Researcher 120 － － 96,700 － － 96,700

6. International Symposium on Pineapple Nov 16-20, 1998 Researcher 300 － － － 775,800 － 775,800

7. Bilateral Thai-Lao

（Soil Resources and Management） August 9-26, 1999 LAOS-PDR 24 1,710,520 － － － － 1,710,520

8. International Training on Sustainable Subject Matter

Agricultural Development Specialist

（Thai-Cooperation-Funded） Sep 6-14, 1999 20 410,500 － － － － 410,500

9. Technological Transfer of Crop Jan 23-28, 1999 Farmers 200 － － － 50,000 － 50,000

Production

表－７　Implementation Plan for Training Course 1999

Course Title Duration Target group No. of
Budget

Participant
DTEC JICA JIRCA DOA KKU Total
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Course Title Duration Target group No. of
Budget

Participant
DTEC JICA JIRCA DOA KKU Total

10. Nature farming October 26, 1998 Group leader 57 － － － 1,000 29,000 30,000

of Farmers

11. Soil improvement using agricultural November 1, 1998 Group leader 66 － － － 25,000 25,000 50,000

by-product of Farmers

12. Soil improvement using agricultural November 28, 1998 Group leader 51 － － － 15,000 20,000 35,000

waste from industrial factory of Farmers

13. Integrated farming October 14-16, 1998 Farmers 550 － － － 15,000 275,000 290,000

14. Rapid Rural Appraisal Workshop October 25-November 5, Ag. Officer 25 － － － 25,000 125,000 150,000

1998

15. Introduction to new crop varieties release June 7, 1999 Group leader 30 － － － 10,000 15,000 25,000

from Khon Kaen University of Farmers

16. Demonstration use of Small Machinery June 21, 1999 Farmers 30 － － 10,000 10,000 － 20,000

in Farming

Total 571 2,373,520 710,240 106,700 1,958,800 489,000 5,638,260
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Implementation Plan for Training Course 2000

Course Title Duration Target group No. of
Budget

Participant
DTEC JICA JIRCA DOA KKU Total

1. New Theory Approach Jan 7-11, 1999 Subject Matter

Specialist 45 － － － 494,670 － 494,670

2. Computer Application for Agricultural

Development July 12-23, 1999 Researcher 20 － － － 241,010 － 241,010

3. Geographic Information System April 19-May 6, 1999 Plannig Officer 25 － － － 179,520 179,520

4. International Seminar on Stratigic

Research for Sustainable Agricultural

Development in Northeast Jan 10-11, 1999 Researcher 120 － － 106,370 － － 106,370

5. Bilateral Thai-Lao

（Soil Resources and Management） August 9-26, 1999 LAOS-PDR 24 1,881,572 － － － － 1,881,572

6. International Training on Sustainable Subject Matter

Agricultural Development Specialist

（Thai-Cooperation Funded） Sep 6-14, 1999 20 451,550 － － － － 451,550

7. Technological Transfer of Crop Jan 23-28, 1999 Farmers 200 － － － 55,000 － 55,000

Production

8. Nature farming October 26, 1998 Group leader 57 － － － 1,100 31,900 33,000

of Farmers
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Course Title Duration Target group No. of
Budget

Participant
DTEC JICA JIRCA DOA KKU Total

9. Soil improvement using agricultural November 1, 1998 Group leader 66 － － － 27,500 27,500 55,000

by-product of Farmers

10. Soil improvement using agricultural November 28, 1998 Group leader 51 － － － 16,500 22,000 38,500

waste from industrial factory of Farmers

11. Integrated farming October 14-16, 1998 Farmers 550 － － － 16,500 302,500 319,000

12. Rapid Rural Appraisal Workshop October 25-November 5, Ag. Officer 25 － － － 27,500 137,500 165,000

1998

13. Intoroduction to new crop varieties release June 7, 1999 Group leader 30 － － － 11,000 16,500 27,500

from Khon Kaen University of Farmers

14. Demonstration use of Small Machinery June 21, 1999 Farmers 30 － － 11,000 11,000 － 22,000

in Farming

Total 254 2,333,122 － 117,370 1,081,300 537,900 4,069,692
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５－４　タイ国における農業関連研修の現状

ＤＯＡ、ＬＤＤ及び他局は独自で国内外の研究者・技術者や普及員、農民を対象に研修を行っ

ており、農業普及局では伝統的に普及員、農民に対する研修、普及活動を実施している。さらに、

多くの大学（例カセサート大、チェンマイ大、コンケン大など）や、第三セクターでも積極的に研

修、ワークショップ、セミナーなどを、研究者から農民レベルまでを対象に行っており、有料の

研修なども多く見られる。このように研修は各機関が競合する状態である。この状況下でＩＴＣ

ＡＤで実施する研修などは、よほどの特徴を持たねばほかとの競争には勝てない。

５－５　研修などの継続実施における課題と問題点

（1）現在の第三国研修（Soil Management Techniques Course）は座学中心であり、また基礎的、

広範囲過ぎる傾向がある。実験・実習がカリキュラムの３～15％に過ぎず、きわめて少ない。

（ちなみにＪＩＣＡ筑波国際センターでの直営栽培関係のコースでは 50～ 55％が実験・実習

で、講義は 30～ 35％である。）これは1998年度第三国研修のＧＩ（General Information）の目

的に書かれている。“―to upgrade relevant knowledge concerning soil management

technologies”に従っていると思われるが、コース名が Soil Management Techniquesである

以上、実験・実習のウエイトを高める必要がある。概して、アジアの研究者は知識偏重で技

術・技能を軽視する傾向があり、研究者自ら手で仕事をする必要性を示すべきである。ちな

みに本コースは研究者を対象としている。この第三国研修の外部評価報告書 Evaluation

Study Repot（Porntip Udomsin et al.：Final Evaluation Study Report on Third Country

Training Program in Soil Management Techniques；ＪＩＣＡ Bangkok Office, March,

1998）も実験・実習の強化の必要性を述べている。

研修生からの聞き取りと Evaluation Study Reportによると、研修生はこのカリキュラム

構成を良しとしているが、一部の研修生は多くの実習を望んでいる。講義は一方的な話であ

り、講義での論議があまりないようである。

（2）前述のように本研修コースのカリキュラムは大部分が土壌科学分野の科目から成り、作物

栽培関係の科目はない。特にコンケンで開催される研修・ワークショップの最大のねらいと

利点は、アジア諸国に広く分布する劣悪土壌と雨期・乾期のある降雨量が比較的少ない気象

条件下の場所において、適正な作物栽培でいかに生産を上げるかを学ぶことである。これを

考えると、作物・栽培の科目のない土壌管理技術コースは考えられない。もし本研修コース

を継続させるなら、大幅なカリキュラム改革と講義内容の精選を行う必要があろう。また、研

修の開催は作物が栽培できる時期が望ましい。研修時期は我が国とタイ国との会見年度の違

いにより、時期が決められているとの説明があるが、これは解決できる問題であろう。
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（3）本コースは研究者を対象としているが、一般的にいってアジアの若手研究者は科学論文（報

告）を書く力が弱いと考えられるので、カリキュラムに文章の書き方の訓練を積極的に取り入

れる必要がある。現在のカリキュラムにはそれが取り上げられていない。

（4）ＩＴＣＡＤ（特にＤＯＡ）が研修に積極的に関与すべきである。また、ＩＴＣＡＤを中心に

コンケン地域で得られた研究成果を研修にフィードバックすることにより、東北タイ及び近

隣諸国の農業発展に貢献できよう。研修事業を発展・強化するためにはＩＴＣＡＤに常駐す

る研究者・技術者を配置し、同時に研修の支援を行うことが肝要である。また、研修担当の

スタッフの強化も必要である。

（5）研修日程が短いため、非常に厳しい時間割が組まれている。例えば 1998年度は 65日の研修

期間中休日はわずか３日間のみであり、研修員にとっては厳しい日程となっている。第１～

４回の研修でも休日は少なく、研修生には日曜日は休日にしてもらいたいという要望が強い。

（6）研修の評価と改善のため研修開始時と終了時に研修生の学力（知識と技術など）の評価を行

うべきであろう。これにより研修の効果と問題点を知ることができ、さらに次年度のカリ

キュラム改善につなげることができる。このことは Evaluation Study Reportでもコメント

している。

５－６　研修に関する調査の結論と提言

本アフターケア調査結果のうち、一部重複するが、研修についての結論と提言を述べる。

（1）ＩＴＣＡＤが研修などを継続的に実施するためには、研修及び研究に対しての人的強化と

財政的裏付けを農業・協同組合省が行う必要があり、これらが実行されるなら国内・国際研

修機関として発展する可能性は十分にある。

（2）その際、ＩＴＣＡＤがコンケンという場所を生かした研修、ワークショップ、セミナーを

行うことが、センターの役割を強調し、存続の意義を示すことになろう。

（3）国内・国際研修とも実験・実習の技術面の教育を重視する必要がある。土壌科学、灌漑、農

機具等の専門分野の研修も必要であろうが、現在最も必要とされているコンケン地区のよう

な自然環境下における最適な作物栽培に焦点を合わせた研修を実施するため、それぞれの専

門分野を結合した形のカリキュラムを開発する必要がある。この際ＩＴＣＡＤでの研究成果

をいかに研修に取り込むかの検討や、関係機関との研修内容などについての調整が可能な技
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術系のスタッフの配置が必要であろう。なお 1999 年度の研修計画を見ると“Sustainable

Agricultural Development”のコースが設定されているが、このカリキュラムの内容は不明で

あり、検討を要する。

（4）研修で得られる知識や技術をそれぞれの国または地域に適応させるためには、研修生にい

かに技術移転の応用力をつけるかが最も重要である。これは極めて難しい問題であるが、講

義による理論とその実証のための実験・実習、さらに論議を重ねることにより、応用力（考え

る力）を多少なりとも身につけることができよう。一方的な座学ではそれは得られない。

（5）農業・協同組合省がＩＴＣＡＤを研究部門を併設した主力研究機関として位置づけるなら、

研修事業を直営方式とする必要があろう。その理由として直営方式は研修効果が極めて高く、

また責任ある研修を行うことができる。さらに、長期的には近隣諸国の帰国研修生がＩＴＣ

ＡＤを核として情報交換を行うことにより、一層の技術移転と情報発信基地としての役割を

果たせよう。これはＩＴＣＡＤの役割のひとつである情報センターとしての役割にとっても

有意義であろう。

（6）アフターケアプログラムの研修関係で派遣される短期専門家は重要な役割を持つ。

（7）第三国研修の帰国研修生（カンボディア、ヴィエトナム、ラオス）に対するＪＩＣＡ、総理

府技術経済協力局（ＤＴＥＣ）、ＩＴＣＡＤの合同フォローアップ調査では、本研修は有意義

であるとしている（Evaluation Study Reportによる）。また、近隣諸国は研修の継続を強く

希望していると報告している。Evaluation Study Reportの結論としては本研修コースを２

分割して継続実施すべきだとしているが、研修カリキュラムの内容については全く触れてお

らず、作物・栽培に焦点を合わせるという考えは示していない。

これまで長期間にわたりＪＩＣＡが支援し、研究成果を上げて来たＩＴＣＡＤの施設・設

備をさらに活用し、タイ国はもとより近隣諸国の過酷な自然環境下での農業生産の向上を図

るための第三国研修を行うこと、また研究者、技術者にとどまらず普及員、農民に対する地

に足が着いた国内研修を支援することは評価に値しよう。したがって、ＩＴＣＡＤの基盤が

堅固になる見通しがあるならば、１年遅れてもＩＴＣＡＤの研修事業に協力することが望ま

しい。
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６．アフターケア協力計画

６－１　アフターケア協力の必要性

1994年にプロジェクトが終了して以降、土地開発局（ＬＤＤ）、農業局（ＤＯＡ）、農業開発研究

センター別館（ＡＤＲＣ ＡＮＮＥＸ）の各部署においてそれぞれ独自の研究が実施されているが、

共通の研究課題はほとんど実施されていない。農業開発研究センター（ＡＤＲＣ）から国際農業開

発研修センター（ＩＴＣＡＤ）に改組されて以降は研修が主要な任務となっており、国際・国内研

修が実施されてはいるものの、研修の質・量ともに不十分である。また、プロジェクト実施中に

整備された機材は一部老朽化し、使用不能のものが出ている。今後、ＩＴＣＡＤを中心とした研

究と研修両面にわたる活動を活性化するためには、研究・研修機能を高めるための専門家の派遣、

研修受入れ及び機材の更新が必要と判断された。

６－２　アフターケア協力の内容

協議の結果合意した具体的な協力内容は以下のとおりである。

（1）協力期間：1999年４月１日～ 2000年３月 31日

（2）専門家の派遣：若干名、短期（最長３か月）

1） 研究部門

a） 水の利用技術……広域の水利用計画策定あるいは圃場レベルでの灌漑技術

b） 学際的な研究手法

2） 研修部門

a） 研修計画の立案

b） 研修実施方法

（3）研修員の受入れ：１名、短期（１か月以内）

研修の実施方法

（4）機材の更新

６－３　アフターケア協力活動における留意点

（1）ＩＴＣＡＤへの人員配置（研究者、研修担当者）を確認する。

（2）各部局間の機材の共用に配慮する。

（3）長期専門家が派遣されないため、相手側との意思の疎通を図り、専門家の派遣、研修員の

受入れ、機材供与を行う。





付　属　資　料

１．ミニッツ

２．レター

３．ミニッツ調印式における Ananta農業局長の冒頭ステートメント

４．農業局組織図

５．ＩＴＣＡＤ組織図

６．ＩＴＣＡＤ（ＡＤＲＣ）及び関係機関の予算配分

７．ＩＴＣＡＤ（ＡＤＲＣ）及び関係機関の予算配分内訳
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